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わが
を
語
る

市
　

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
は
、
淡
路
島
南

部
に
位
置
す
る
兵
庫
県
最
南
端
の
市
で

す
。
渦
潮
で
有
名
な
鳴
門
海
峡
を
眼
下

に
望
む
大お
お
な
る
と
き
ょ
う

鳴
門
橋
で
徳
島
県
鳴
門
市
と

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
東
は
大
阪

湾
、
南
は
太
平
洋
へ
と
続
く
紀
伊
水

道
、
西
は
瀬
戸
内
海
と
周
囲
三
方
を
海

に
囲
ま
れ
、
四
季
を
通
じ
て
温
暖
な
気

候
で
す
。
そ
う
し
た
自
然
環
境
の
中
、

全
国
的
に
有
名
な
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
を

は
じ
め
、
タ
イ
、
ハ
モ
、
淡
路
島
３
年

と
ら
ふ
ぐ
、
淡
路
ビ
ー
フ
、
淡
路
島
牛

乳
な
ど
、
豊
富
な
食
材
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

新
た
な
変
異
株
の
発
現
な
ど
、
い
ま

だ
収
束
を
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、
各
自
治
体
に

お
か
れ
て
は
、
国
県
の
支
援
策
も
活
用

し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
と
拝
察
し
ま
す
。
本
市

で
も「
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な

対
策
を
」
と
の
基
本
方
針
の
下
、

国
県
施
策
の
積
極
的
な
活
用
を

市
民
に
促
し
、
そ
れ
で
は
対
応
で

き
な
い
部
分
を
本
市
が
丁
寧
に

埋
め
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
、
各

種
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
初
期
に
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
や
市
民
相
談
窓
口
を
い
ち
早
く
設

置
し
、
市
民
・
事
業
者
へ
の
確
実
な
情

報
提
供
を
図
り
ま
し
た
。
特
別
定
額
給

付
金
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
で
給
付
金

を
支
給（
令
和
２
年
５
月
に
８
割
支
給

完
了
）
し
、
不
安
感
の
払
拭
、
安
心
感

の
醸
成
に
努
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
地

域
経
済
の
安
定
確
保
に
向
け
、「
ジ
モ

得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
ち
、
市
民

が
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
た
飲
食
店
で

市
内
産
品
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
食

事
を
し
た
際
に
、
最
大
半
額
を
補
助
す

る
と
い
っ
た
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
策
が
一
方
通
行
と
な
ら
な
い

よ
う
、
市
内
飲
食
店
に
市
幹
部
職
員
が

直
接
足
を
運
び
御
用
聞
き
し
て
回
る

な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を
心
掛
け
ま

し
た
。

　

果
た
し
て
、
東
京
豊
洲
市
場
な
ど
主

要
市
場
へ
の
出
荷
が
停
滞
し
暴
落
し
て

い
た
ハ
モ
の
市
場
価
格
が
当
該
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
に
上
昇
に
転
じ
る
な
ど
、

市
民
の
地
元
産
品
へ
の
消
費
増
が
低
迷

す
る
価
格
を
刺
激
し
上
昇
さ
せ
、
地
元

生
産
者
へ
の
支
援
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
協
働
し
知
恵
を
出
し
、
ト
ラ
イ
し
て

一
つ
の
行
動
に
つ
な
げ
る
と
い
う
意
味

で
、
今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て
も
大

き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

う
ず
し
お
、
観
光
誘
客

　

鳴
門
海
峡
で
は
世
界
最
大
規
模
の
渦

潮
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鳴
門
海

峡
の
渦
潮
は
、
太
平
洋
と
瀬
戸
内
海
の

人
が
人
を
呼
ぶ
ま
ち
づ
く
り

〜
市
民
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
支
援
！
〜

南み
な
み

あ
わ
じ
市（
兵
庫
県
）�

 

南
あ
わ
じ
市
長
　
守も

り
も
と本

憲か
ず
ひ
ろ弘

1
世界遺産登録を目指す鳴門の渦潮

市内飲食店と協力したジモ得キャン
ペーン
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干
満
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮
流
と
、
海

峡
の
特
殊
な
地
形
が
織
り
な
す
、
大
自

然
の
奇
跡
の
た
ま
も
の
で
す
。
そ
の
類

い
ま
れ
な
る
自
然
現
象
を
世
界
遺
産
に

登
録
す
る
べ
く
、
兵
庫
県
・
徳
島
県
な

ど
関
係
自
治
体
と
協
力
し
推
進
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
内
の
海

岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
に
１
３
０
０
人
以
上

が
参
加
す
る
な
ど
、
住
民
の
活
発
な
活

動
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
２
年
12
月
に
は
同
じ

く
渦
潮
を
有
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国

ボ
ー
ダ
市
と
友
好
連
携
協
定
を
締
結

し
、
観
光
や
人
材
交
流
、
渦
潮
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
た
可
能
性
調
査
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
ま
さ
に
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
な
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

来
る
２
０
２
５
年
に
は
大
阪
・
関
西

万
博
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を

確
実
に
捉
え
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
、
地

域
の
さ
ら
な
る
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
端
緒
と
し

て
、淡
路
島
の
３
市（
北

か
ら
淡
路
市
・
洲
本
市
・

南
あ
わ
じ
市
）
と
兵
庫

県
の
協
力
に
よ
り
、
淡

路
島
観
光
戦
略
室
を
設

置
し
ま
し
た
。
軸
と
な

る
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
取
り
組
み

を
開
始
し
、
淡
路
島
の
観
光
を
盛
り
上

げ
る
推
進
役
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住

　

近
年
、
地
方
居
住
の
再
評
価
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
進
展
な
ど
、
働
き
方
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
意
識
変
化
が
急

激
に
進
み
ま
し
た
。
移
住
・
定
住
を
さ

ら
に
促
進
し
て
い
く
に
は
、
増
加
す
る

意
向
者
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
具
体
的
に

把
握
し
、
的
確
に
フ
ッ
ク
す
る
施
策
を

提
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
本
市
の

魅
力
発
信
や
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
相
談
体
制
の
構
築
、
支
援
策
の
充

実
な
ど
、
今
の
情
勢
に
沿
う
施
策
展
開

は
も
ち
ろ
ん
、「
住
み
た
い
」「
住
ん
で

み
よ
う
か
な
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
機

会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
総
人
口
は
、
自
然
減

に
加
え
、
高
校
卒
業
後
に
大
学
進
学
や

就
職
な
ど
で
島
外
へ
の
転
出
者
が
多

く
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
市
内
に
転
入

す
る
人
の
数
を
上
回
る
構
造
的
な
社
会

減
が
同
時
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
現
状

で
は
、
多
面
的
な
取
り
組
み
を
一
つ
一

つ
着
実
に
展
開
し
て
、
人
口
減
少
速
度

の
緩
和
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
支
援

　

本
市
が
こ
れ
か
ら
目
指
す
姿
は
、

「
市
民
一
人
一
人
に
魅
力
が
あ
り
、
そ

の
魅
力
が
吸
引
力
と
な
っ
て
人
が
人
を

呼
ぶ
ま
ち
」で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

居
住
者
や
意
向
者
に「
住
み
続
け
た

い
」「
住
ん
で
み
た
い
」と
実
感
し
て
も

ら
え
る
こ
と
で
移
住
定
住
が
促
進
さ
れ

る
ま
ち
や
、
観
光
に
訪
れ
る
人
と
住
民

が
関
係
性
を
築
き「
ま
た
来
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
、
そ
し
て
、
農

畜
水
産
業
や
伝
統
産
業
な
ど
担
い
手
が

確
保
さ
れ
、
魅
力
が
継
承
さ
れ
て
ま
た

人
を
惹
き
付
け
る
ま
ち
で
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
魅
力
に
あ
ふ
れ
、

主
体
的
な
行
動
で
地
域
社
会
や
外
部
に

も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
実
現
を

支
援
す
る
行
政
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ノルウェー王国ボーダ市と友好連携協定を締結

南あわじ市長

守本憲弘

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

神戸市

南あわじ市

◆ 

面
積　
　

２
２
９
・
01
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
５
９
１
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
９
７
８
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
だ
か
ら
住
み
た
い　

南
あ

わ
じ　

〜
人
が
つ
な
が
る　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
、
ブ
ラ

ン
ド
牛
の
淡
路
ビ
ー
フ
を
は
じ
め
豊
富
な
食

材
で
自
給
率
は
１
０
０
％
以
上
。「
国
生
み
の

島
・
淡
路
」
と
し
て
、
日
本
遺
産
に
も
認
定

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
１
月
11
日
、
緑

町
、
西
淡
町
、
三
原
町
お
よ
び
南
淡
町
が
対

等
合
併

〔
特
産
品
〕
た
ま
ね
ぎ
、
レ
タ
ス
、
淡
路
ビ
ー

フ
、
タ
イ
、
ハ
モ
、
淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
、

淡
路
島
サ
ク
ラ
マ
ス
、
手
延
べ
そ
う
め
ん
、

淡
路
瓦

〔
観
光
〕
渦
潮
、
慶
野
松
原
（
日
本
の
夕
日

百
選
）、
灘
黒
岩
水
仙
郷
、
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）、
淡

路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
、

淡
路
島
牧
場
、
南
あ
わ
じ
温
泉
郷
、
お
の
こ

ろ
島
神
社

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
南
あ
わ
じ
音
楽
祭
、
ア
ジ
ア

国
際
子
ど
も
映
画
祭
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わが
を
語
る

市
種
子
島
か
ら
全
国
へ
と 

広
が
っ
た
火
縄
銃
が
集
結

　

天
文
12（
１
５
４
３
）
年
に
種
子
島

最
南
端
の
門
倉
岬
に
中
国
船
が
流
れ
着

き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
火
縄
銃
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
幾
多
の
困
難
を
く
ぐ

り
、
初
の
国
産
銃
製
造
に
成
功
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
火
縄
銃

が
各
地
で
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
11

月
、
鉄
砲
隊
６
団

体
が
西
之
表
市
に

集
結
し
、
火
縄
銃

大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
火
縄

を
つ
け
て
」「
火
ぶ

た
を
切
っ
て
」「
構

え
て
」「
放
て
ー
」。

種
子
島
火
縄
銃
保

存
会
の
会
員
の
１
人
と
し
て
、
私
も
試

射
演
武
に
加
わ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
残
る

中
、
鉄
砲
伝
来
の
地
で
、
全
国
で
継
承

さ
れ
て
き
た
火
縄
銃
が
ご
う
音
を
響
か

せ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
大
変
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
火
縄
銃
で
つ
な

が
っ
た
全
国
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
拡

大
、
さ
ら
に
は
本
市
の
魅
力
の
一
つ
と

し
て
、
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

美
し
い
自
然
と
、
歴
史
の 

浪ロ
マ
ン漫
を
感
じ
る
西
之
表
市

　

鉄
砲
伝
来
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
サ
ー
フ
ィ

ン
の
中
心
地
と
し
て
人
気
の
種
子
島
。

青
い
海
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
農
村
風
景

が
広
が
る「
種
子
島
」
の
北
部
に
本
市

は
位
置
し
て
い
ま
す
。
年
平
均
気
温
は

19
・
５
℃
と
す
こ
ぶ
る
温
暖
で
、
５
月

か
ら
10
月
ま
で
の
月
平
均
気
温
は
20
℃

を
超
え
、
真
夏
の
日
照
は
強
い
で
す

が
、
常
に
快
い
海
風
が
吹
き
、
九
州
本

土
よ
り
む
し
ろ
涼
し
い
く
ら
い
で
す
。

　

白
い
ビ
ー
チ
が
広
が
る
浦
田
海
水
浴

場
は
、
日
本
の
水
浴
場
88
選
に
も
選
ば

れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
の
高

い
能よ
き
の野

海
岸
は
、
馬
毛
島
に
沈
む
夕
日

が
き
れ
い
で
す
。
東
海
岸
の
高
台
に
位

置
す
る
天あ
ま
め
が
く
ら

女
ヶ
倉
公
園
か
ら
は
、
広
大

な
太
平
洋
を
一
望
で
き
ま
す
。
市
街
地

に
は
、
島
主
で
あ
っ
た
種
子
島
家
の
居

城
跡（
現
：
榕
よ
う
じ
ょ
う城
小
学
校
）
や
、
国
登

録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
旧
上
妻

家
住
宅（
武
家
住
宅
）、
国
産
第
１
号
の

火
縄
銃
を
製
造
し
た
八や
い
た
き
ん
べ
え
き
よ
さ
だ

板
金
兵
衛
清
定

像
な
ど
、
史
跡
・
文
化
財
ス
ポ
ッ
ト
も

多
く
点
在
し
、
自
然
と
歴
史
の
浪
漫
を

感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
初
の 

「
ヨ
ガ
の
聖
地
」に
認
定

　

令
和
２
年
に
、
一
般
社
団
法
人
全
日

本
ヨ
ガ
連
盟
が
選
定
す
る「
ヨ
ガ
の
聖

地
」に
全
国
の
自
治
体
と
し
て
初
め
て

「
人
・
自
然
・
文
化
―
島
の
宝
が
育
つ
ま
ち
」

を
目
指
し
て

西に
し
の
お
も
て

之
表
市（
鹿
児
島
県
）�

 

西
之
表
市
長
　
八や

い

た板
俊し

ゅ
ん
す
け輔

2

全国から6団体（鉄砲隊）が集った、火縄銃大会

広大な太平洋を一望できる天女ヶ倉公園

馬毛島に沈む夕日とサーファー（能野海岸）
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認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ガ
の
聖
地
と

は
、
ヨ
ガ
に
よ
る
健
康
寿
命
増
進
、
固

有
の
文
化
や
産
業
を
軸
と
し
た
地
方
創

生
と
活
性
化
な
ど
、
全
日
本
ヨ
ガ
連
盟

が
定
め
た
聖
地
基
準
を
満
た
し
て
い
る

場
所
を
認
定
す
る
も
の
で
、
本
市
の

「
自
然
」「
文
化
」「
歴
史
」と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
中
心
と
し
た
ヨ
ガ
を
広

め
る
活
動
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
朝

日
や
夕
日
、
海
と
い
っ
た
地
域
資
源

と
、
神
社
仏
閣
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
緒
に
感
じ
て
も
ら
え
る
市
内
３
カ
所

が
ヨ
ガ
の
聖
地
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
日
本
ヨ
ガ
連
盟
と
連
携

し
、
地
域
活
性
化
お
よ
び
地
域
課
題
解

決
を
図
る
こ
と
や
、
地
域
づ
く
り
の
中

に
ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
活
性
化
推
進

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
市
民
の

健
康
増
進
に
加
え
、
観
光
ツ
ア
ー
の
造

成
や
聖
地
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
資
源
の

活
用
な
ど
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
未
来
を
つ
な
ぐ
、 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
の
策
定

　

令
和
４
年
度
か
ら「
第
６
次
西
之
表

市
長
期
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
豊
か
な
歴
史
・
文

化
・
自
然
を
力
に
、
市
民
の
力
を
集
結

し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
こ
と
が
、
今
を
託
さ
れ
た
私
た

ち
の
責
任
で
あ
り
、
未
来
に
つ
な
ぐ
礎

と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
こ
こ
に
暮
ら
す
ひ
と
」と「
こ
こ
に

あ
る
資
源
」
が「
地
域
の
力
」
で
あ
り

「
宝
」で
す
。
こ
の
宝
を
守
り
、
磨
き
を

か
け
る
た
め
、
市
役
所
が
有
す
る
資
源

（「
ヒ
ト（
組
織
・
職
員
）」「
モ
ノ（
財
産
）」

「
カ
ネ（
財
政
）」「
情
報（
計
画
・
情
報
・

広
報
）
」）に
つ
い
て
、
効
果
的
・
効
率

的
に
活
用
し
、「
生
産
性
の
向
上
」を
図

り
、
課
題
解
決
を
強
力
に
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
な

ど
喫
緊
の
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対

応
し
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
、
市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
校
区
や
自
治
会
組
織
な
ど
の
活
動

を
支
援
し
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
り
地
域
力
の
再
生
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
厳
し
い

社
会
環
境
、
財
政
状
況
下
で
、
積
極
的

に
課
題
解
決
を
推
進
す
る
こ
と
で
住
民

満
足
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
人
・
自
然
・
文
化
―
島
の
宝
が
育
つ

ま
ち
」
を
目
指
す
ま
ち
の
姿
と
し
、
市

民
と
一
丸
と
な
っ
て
、
活
力
に
満
ち
た

時
代
の
西
之
表
市
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

日常にヨガの風景を（浦田海水浴場にて）

◆ 

面
積　
　

２
０
５
・
66
㎢

 　
　
　
　
（
う
ち
馬
毛
島
８
・
17
㎢
）

◆ 

人
口　
　

１
万
４
７
８
０
人

◆ 

世
帯
数　

７
９
１
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
・
自
然
・
文
化
―
島
の

宝
が
育
つ
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
鉄
砲
伝
来
・
ロ
ケ
ッ
ト
の

島
「
種
子
島
」
の
北
部
に
位
置
し
、サ
ー
フ
ィ

ン
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
る
美
し
い
青
い

海
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
、
人
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
安
納
い
も
、
い
も
焼
酎
、
種
子

島
茶
、
海
産
物
（
ナ
ガ
ラ
メ
・
イ
セ
エ
ビ
・

ト
ビ
ウ
オ
・
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
）

〔
観
光
〕
浦
田
海
水
浴
場
（
日
本
の
水
浴
場

88
選
）、
能
野
海
岸
、
鉄
砲
館
、
赤
尾
木
城

文
化
伝
承
館
「
月げ

っ
そ
う
て
い

窓
亭
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
、
ヨ
ッ

ト
レ
ー
スT

A
N

E
G

A
S

H
IM

A
 C

U
P

、

大お
ま
と
は
じ
め
し
き

的
始
式

西之表市長

八板俊輔

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

西之表市

鹿児島市


